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暮
ら
し お知らせ

information

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

国
民
年
金
か
ら

　
国
民
年
金
は
、
年
を
取
っ
た
と

き
、
病
気
や
事
故
で
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
、
家
族
の
働
き
手
が

亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
働
い
て
い

る
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い

う
考
え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で

す
。

　
国
民
年
金
は
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
20
歳
に

な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

フ
リ
マ
ア
プ
リ
で
架
空
取
引

を
持
ち
か
け
る
手
口
に
注

意
！

●
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

①
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま

す
　
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を

も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、
安
定
し

て
い
て
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

②
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
取
っ
た

と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害

年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障

が
い
が
残
っ
た
と
き
に
受
け
取
れ

ま
す
。
ま
た
、
遺
族
年
金
は
加
入

者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
加
入

者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い

た
遺
族（「
子
の
あ
る
配
偶
者
」
や

「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務
所

（
お
客
様
相
談
室
☎
0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
）
／
住
民
課
住

民
・
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

　
全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な

ど
に「
フ
リ
マ
ア
プ
リ
で
架
空
取

引
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
」
と
い
う

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
主
に
も
う
け
話
の
取
引

ツ
ー
ル
な
ど
の
代
金
の
支
払
い

を
、
フ
リ
マ
ア
プ
リ
で
の
架
空
取

引
で
支
払
わ
せ
る
手
口
で
す
。

●
相
談
事
例

　

画
像
投
稿
ア
プ
リ
で
海
外
の

バ
イ
ナ
リ
ー
オ
プ
シ
ョ
ン
取
引

で
稼
い
で
い
る
女
性
と
知
り
合

い
、「
取
引
ツ
ー
ル
を
買
わ
な
い

か
」
と
勧
誘
さ
れ
た
。
約
20
万
円

の
ツ
ー
ル
を
買
う
こ
と
に
す
る

と
、
代
金
の
支
払
方
法
と
し
て
フ

リ
マ
ア
プ
リ
で
の
架
空
取
引
を
持

ち
か
け
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
フ
リ

マ
ア
プ
リ
に
海
外
有
名
ブ
ラ
ン
ド

の
バ
ッ
グ
を
形
だ
け
出
品
す
る
の

で
、
バ
ッ
グ
を
落
札
し
て
支
払
い

を
す
れ
ば
、
取
引
ツ
ー
ル
代
約

20
万
円
を
支
払
っ
た
こ
と
に
す
る

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
指
示
通

り
、
出
品
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
バ
ッ

グ
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
決
済

し
た
。
そ
の
後
、
教
え
て
も
ら
っ

た
と
お
り
に
取
引
を
始
め
た
が
、

稼
げ
ず
、
だ
ま
さ
れ
た
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
次
の
と

お
り
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
フ
リ
マ
ア
プ
リ
で
の
架
空
取
引

を
持
ち
か
け
ら
れ
て
、
う
ま
い
話

と
思
い
飛
び
つ
き
た
く
な
り
ま
す

が
、
冷
静
に
判
断
し
て
ハ
ッ
キ
リ

と
断
っ
て
く
だ
さ
い
。
フ
リ
マ
ア

プ
リ
運
営
事
業
者
か
ら
規
約
違
反

を
問
わ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
の
で
、

架
空
取
引
を
持
ち
か
け
ら
れ
て

も
、
絶
対
に
応
じ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

※
出
展

独
立
行
政
法
人
国
民
生

活
セ
ン
タ
ー（
令
和
３
年
11
月
18

日
公
表
）

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
０
０
5
）

①
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を

　
冬
道
は
天
候
や
道
路
状
況
に
よ

り
渋
滞
が
発
生
し
、
目
的
地
ま
で

に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
目
的
地

ま
で
の
天
気
や
道
路
の
状
況
を
事

前
に
把
握
し
て
、
時
間
に
余
裕
を

持
っ
て
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

②
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運

転
を

　
冬
道
で
は
、
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る

冬
道
で
の
交
通
事
故
防
止

伊
達
警
察
署
か
ら

９月20日から 10月 19日届出分
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冬の気象災害に備えて冬の気象災害に備えて

気象台からの
お知らせ

■問合せ　室蘭地方気象台（☎ 0143-22-4249）

募
　
集

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
係
留
希

望
者
を
募
集
し
ま
す
。　

　
希
望
者
が
多
数
と
な
っ
た
場
合

は
、
加
点
方
式（
町
内
在
住
の
有

無
な
ど
）
に
よ
る
選
考
を
行
い
、

同
点
者
が
い
た
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

■
係
留
場
所
　
洞
爺
湖
町
虻
田
漁

港
大
磯
分
区

■
募
集
隻
数
　
１
隻（
船
舶
の
長

さ
６
ｍ
以
上
９
ｍ
未
満
）

■
使
用
料︵
年
額
︶　
船
舶
の
長
さ

１
ｍ
あ
た
り　
町
民
6
、
８
０
０

冬の北海道は、日本海側では雪の降る日が多
く、山岳の風下側となるオホーツク海側や太平
洋側では晴れる日が多くなりますが、北海道付
近を通過する低気圧の位置によっては太平洋側
でも暴風雪や大雪となり、大きな被害が発生す
ることがあります。
　また、近年は北海道だけではなく、平成 30年
１月の首都圏や同年２月の北陸地方での大雪お
よび令和２年12月の関東地方や北陸地方、東北
地方の山地を中心とした大雪などで社会活動に
影響がありました。
　気象庁では、国道や道道などの通行規制や除
雪体制の判断のほか、皆さんが目的地までどの
道を通れば安全なのかという判断を支援するた
めに、令和元年11月から気象庁ホームページで

「現在の雪」を公表し、積雪の深さと降雪量の
24時間前から現在までの状況について、面的な
分布情報の提供を行っています。
　令和３年 11月からはこれらの情報に加えて、
積雪の深さと降雪量について１時間ごとに約５
km格子で６時間先の予報まで「今後の雪」とい
う名前でお知らせしています。24時間前の状況

から６時間先の予報まで積雪の深さと降雪量の
分布を一体的に確認できますので、活用くださ
い。
　大雪や暴風雪の中での外出はとても危険で
す。吹き溜まりにより自動車が走行不能となっ
たり、地吹雪などで視界が遮られ運転が非常に
危険になることがあります。暴風雪や大雪が予
想されるときは、なるべく外出を控えましょう。
　また、室内で安全に過ごすために懐中電灯、
携帯ラジオ、カセットコンロ、非常食などを事
前に準備しておくことも大切です。
　やむを得ず外出するときは、テレビ、ラジオ
やスマホなどで最新の気象情報を確認し、適切
に判断することを心がけましょう。　

「今後の雪」６時間降雪予測値のイメージ図

大雪・暴風雪に関する
　 最新の気象情報

洞
爺
湖
町
行
財
政
改
革
推

進
方
針
2
0
2
2（
素
案
）

へ
の
意
見
募
集

　
洞
爺
湖
町
で
は
、
直
面
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
乗
り
越
え
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
て
行
財
政

運
営
を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
、

令
和
４
年
度
以
降
も
新
た
な
方
針

を
定
め
て
行
財
政
改
革
を
進
め
ま

す
。
推
進
期
間
は
５
か
年
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
も
関
係
す

る
行
財
政
改
革
の
進
め
方
な
ど
を

ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
今

月
の
各
戸
配
布
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

１
月
11
日（
火
）

～
２
月
10
日（
木
）

■
素
案
の
閲
覧　

町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、

企
画
防
災
課
窓
口
・
洞
爺
総
合
支

所
・
洞
爺
湖
温
泉
支
所
に
備
え
付

け
て
い
ま
す︵
窓
口
に
来
ら
れ
な

い
人
は
企
画
防
災
課
に
連
絡
く
だ

さ
い
︶。

■
応
募
方
法　
素
案
を
ご
覧
の
う

え
、
意
見
募
集
用
紙
ま
た
は
任
意

の
様
式
に
必
要
事
項（
住
所
・
名

前
）と
本
件
へ
の
意
見
を
記
入
し
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
、
ま
た
は
直
接
持
参
に
よ
り
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

■
意
見
へ
の
対
応　
後
日
、
意
見

の
概
要
と
そ
の
内
容
に
対
す
る
町

の
対
応
を
取
り
ま
と
め
て
公
表
し

ま
す
。
意
見
に
対
す
る
個
別
の
回

答
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

■
提
出
先
・
問
合
せ
　
企
画
防
災

課
企
画
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
4
）

プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
係
留

希
望
者
募
集
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お知らせ

行
　
政

正
面
衝
突
な
ど
の
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
特
に
日
陰
や
橋

の
上
、
ト
ン
ネ
ル
の
出
入
口
は
滑

り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
道
路
状
況
に

合
わ
せ
た
慎
重
な
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

③「
急
」
の
付
く
運
転
操
作
は
危

険
　
急
発
進
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ

レ
ー
キ
と
い
っ
た「
急
」
の
付
く

運
転
操
作
は
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
く

危
険
な
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

④
交
差
点
に
注
意

　
雪
山
で
見
通
し
が
悪
い
交
差
点

な
ど
で
は
、「
車
が
来
て
い
る
か

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

の
交
付

　
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る
人

は
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人
で
す
が
、
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
人
で
も
、
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定（
要
介
護

１
～
５
）
を
受
け
て
い
る
満
65
歳

以
上
の
人
で
、
身
体
障
害
者
手
帳

な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
と

同
程
度
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合

は「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

が
発
行
さ
れ
、
所
得
税
や
住
民
税

で
障
害
者
控
除
か
特
別
障
害
者
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
要
介
護
度
の
段
階

で
一
律
に
認
定
の
可
否
が
決
ま
る

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
測
定
結
果

（
１
号
炉
）
は
、「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
対
策
特
別
措
置
法
」
に
よ
る
排

出
基
準
値（
０
・１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

■
測
定
日　
令
和
３
年
10
月
１
日

■
測
定
結
果　
０
・0
0
3
6
ナ

ノ
グ
ラ
ム（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
は
10
億

分
の
１
グ
ラ
ム
）

■
詳
　
細　

西
い
ぶ
り
広
域

連
合（
☎
0
1
4
3

－

59

－

0
7
0
5
）

メ
ル
ト
タ
ワ
ー
21
の
排
ガ
ス

（
煙
突
）
測
定
結
果

も
し
れ
な
い
」、「
歩
行
者
が
横
断

す
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
予
測
し

て
、
徐
行
し
て
安
全
確
認
を
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

⑤
悪
天
候
に
注
意

　
吹
雪
や
大
雪
な
ど
悪
天
候
時
の

運
転
は
、
吹
き
だ
ま
り
や
視
界
不

良
に
よ
る
立
ち
往
生
な
ど
の
危
険

が
伴
う
の
で
、
不
要
な
外
出
は
控

え
ま
し
ょ
う
。

　
や
む
を
得
ず
車
で
外
出
す
る
と

き
は
、
事
前
に
道
路
情
報
を
確
認

し
、
防
寒
具
や
ス
コ
ッ
プ
な
ど
を

準
備
し
ま
し
ょ
う
。

「 み ん な で チ ェ ッ ク ！ 最 低 賃 金 。」

北 海 道 最 低 賃 金
　 北海道内の事業場で働くすべての労働者（会社員、
パート、アルバイトの方、学生さんなど働くすべての人）
およびその使用者に適用される北海道最低賃金が次の
とおり改定されます。

最 低 賃 金 額 時間額 円889
効力発生年月日 令和 年 月 日１103
厚生労働省　北海道労働局　労働基準監督署（支署）

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
所
得
税
申
告
の
対
象
と
な
る
年

の
12
月
31
日（
基
準
日
）
で
の
判

定
と
な
る
た
め
、
基
準
日
に
有
効

で
あ
る
要
介
護
認
定
結
果
の「
認

定
調
査
票
」「
主
治
医
意
見
書
」

を
も
と
に
認
定
し
ま
す
。

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

で
も
障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
ら

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
本
人
及
び
扶
養
親
族
の
所
得
税

や
住
民
税
が
非
課
税
の
場
合
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
申
請
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
介

護
保
険
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

●
運
転
免
許
更
新
時
講
習

　
更
新
時
講
習
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、

完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
程
を
確
認
し
、
早
め
の
更
新
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）

選挙管理委員会からのお知らせ

■選挙期日　令和４年４月 10日（日）
■告示日　　令和４年４月５日（火）
■住所要件　令和４年１月４日以前に転入し、
引き続き町内に３月以上居住している人。
■年齢要件　平成16年４月11日以前に出生し、
引き続き３月以上居住している人 3

0
0
1
）

洞爺湖町長選挙に係る立候補
予定者説明会
■日　時　令和４年２月18日

（金）10時から
■場　所　洞爺湖町役場防災
研修ホール
■問合せ　選挙管理委員会

（☎ 74-3000）

　洞爺湖町長選挙の期日が次のとおり決
まりました。
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令
和
４・５
年
度
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
募
集

　
北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
国

有
林
の
役
割
や
現
状
な
ど
を
理
解

し
て
も
ら
う
と
と
も
に
幅
広
い
意

見
を
把
握
し
、
国
有
林
野
の
管
理

経
営
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

に
、
令
和
４・５
年
度
の「
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数

48
人

■
任
　
期　
令
和
４
年
４
月
～
令

和
６
年
３
月（
２
年
間
）

■
活
動
内
容

・
国
有
林
や
森
林
・
林
業
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答
、

モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
、
現
地

見
学
会
へ
の
参
加

■
応
募
資
格　
道
内
に
在
住
す
る

18
歳
以
上
で
、
国
有
林
に
関
心
の

あ
る
人（
国
会
お
よ
び
地
方
議
員
、

地
方
公
共
団
体
の
長
、
常
勤
の
国

家
公
務
員
、
林
野
庁
Ｏ
Ｂ
お
よ
び

森
林
・
林
業
担
当
の
自
治
体
職
員

は
除
く
）

■
申
込
期
限

２
月
18
日（
金
）

必
着

■
応
募
方
法
　
①
氏
名
②
性
別
③

住
所
④
郵
便
番
号
⑤
年
齢
⑥
職
業

⑦
電
話
番
号
⑧
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

⑨
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
知
っ
た

き
っ
か
け
⑩
応
募
理
由
な
ど
を
記

入
し
、
郵
送・フ
ァ
ッ
ク
ス・メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
結
果

令
和
４
年
３
月
末

ま
で
に
依
頼
状
を
発
送
し
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　
林
野
庁
北
海
道
森
林

管
理
局
企
画
課（
☎
0
1
1

－

6
2
2

－

5
2
2
8
）

■
募
集
種
目
　
①
自
衛
官
候
補
生

②
高
等
工
科
学
校
生
徒

■
資
　
格
　
①
18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
男
女
②
15
歳
以
上
17
歳
未
満

の
男
子

■
受
付
期
限

①
１
月
21
日（
金
）

ま
で
②
１
月
14
日（
金
）
ま
で

■
試
験
期
日
　
①
１
月
28
日（
金
）

～
29
日（
土
）
の
い
ず
れ
か
１
日

②
１
月
22
日（
土
）（
幌
別
会
場
）

■
問
合
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部　

室
蘭
地
域

事
務
所（
☎
0
1
4
3

－

44

－

9
5
3
3
）

自
衛
官
募
集

こととううやや No.10
　１月 17日は、「防災とボランティアの日」です。
　これは、1995年のこの日に発生した阪神・淡路大
震災に由来していて、その翌年の 1996年１月 17日
から「防災とボランティアの日」として実施されてい
ます。
　阪神・淡路大震災が発生した当時は、政府や行政
の災害に対する備えが十分ではなかったため対応が
遅れてしまう事態が発生し、批判が集中した一方で、
学生を中心としたボランティアが活躍したことから、
この年は「日本のボランティア元年」とも呼ばれてい
ます。

その後の 2000年有珠山噴火災害では、災害発生直
後から 2000年 12月までに道内外から延べ 9,893人
のボランティアが登録し、活動を実施したと記録が
残っています。数多くのボランティアの人に支援を
いただき、避難所運営に係るサポートをはじめ、救
援物資などの仕分け・配送、心のケア、マッサージ、
レクリエーションの開催、そして復興の足がかりと
なる除灰作業など、その活躍は多岐に及びました。

防災とボランティア防災とボランティア
　しかし、2000年当時は、日本における災害ボラン
ティアの歴史が浅かったことから、多くの被災者か
ら感謝される一方で、一部のボランティアと被災者
との間でトラブルを生む事例もありました。
　その後、ボランティア活動は、さまざまな災害現
場での経験や教訓を踏まえて変化を遂げ、現在では、
地域ごとに災害ボランティアネットワーク体制が構
築され、被災地でのボランティア活動を調整し、統
率することができる人材の育成をはじめ、市町村の
災害ボランティアセンターの設置・運営に係るマニュ
アル作成支援など、災害発生時のみならず、平常時
からの取組みも行われています。
　町もこの様な団体や町社会福
祉協議会と連携し、大規模災害
時におけるボランティア活動が
円滑に行われるよう、平時から
情報交換や研修会をはじめとす
るさまざまな取組みを進めてい
ます。

令
和
４
年
度
競
争
入
札
参
加

申
請
書
を
受
け
付
け
ま
す

　
令
和
４
年
度
の
建
設
工
事
、
設

計
、
測
量
、
道
路
清
掃
な
ど
の
競

争
入
札
参
加
資
格
申
請
書
の
受
付

を
行
い
ま
す（
令
和
３
年
・
４
年

度
の
申
請
を
す
で
に
済
ま
せ
て
い

る
事
業
所
は
不
要
）。
受
付
終
了

日
近
く
に
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
受
付
期
間
　
２
月
１
日（
火
）

～
28
日（
月
）（
郵
送
提
出
28
日
必

着
）

■
問
合
せ　
総
務
課
管
財
・
情
報

円
／
町
民
以
外　
8
、１
０
０
円

■
係
留
期
間

２
月
１
日（
火
）

～
３
月
31
日（
木
）（
年
度
単
位
で

の
１
年
更
新
）

■
申
込
方
法
　
申
請
書
は
産
業
振

興
課
に
用
意
し
て
い
ま
す（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）。
希
望
者
は
一
度
、
電
話
な

ど
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

１
月
11
日（
火
）

～
１
月
21
日（
金
）

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課
水

産
・
商
工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
5
）

グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
0
）
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  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

11月20日から 12月19日届出分

広報紙への掲載は申請手続きが必要です。

逝
き
し
友
の
一
世
は
豊
か
冬
銀
河

　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
風
　

雀
蜂
丸
ま
り
て
死
す
冬
の
窓
辺

　
　
千
葉
征
子
　
　
　
　

立
冬
の
日
差
を
こ
ぼ
す
砂
時
計

　
　
　
矢
野
知
子
　
　

日
高
馬
鼻
息
白
し
野
に
す
が
た

　
　
　
小
笠
原
勇
　
　
　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会
　
12
月
定
例
会

寄
　
付

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
日
　
時　
①
１
月
20
日（
木
）、

②
２
月
３
日（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

無
料
法
律
相
談
会
開
催

■
場
　
所　

①
洞
爺
湖
町
役
場

②
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　

①
高
村
真
人
弁
護

士（
む
ろ
ら
ん
法
律
事
務
所
）

②
本
間
寛
菜
弁
護
士（
北
海
道

み
ら
い
法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ

住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

　
善
意
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
匿
名
は
2
、
7
2
1
円
▽
匿
名

故中塚シゲ子さん
■ 11月 30日死去■ 93歳■遺族は表幸子さん■温８区

故若山モト子さん
■ 11月 30日死去■ 75歳■遺族は岩熊さん■虻６区

故千葉〆さん
■８月８日死去■ 97歳■遺族は中川哲治さん■虻 5区

故青野勇さん
■ 11月 14日死去■ 89歳■遺族は満子さん■成香

故髙橋松枝さん
■ 11月 16日死去■ 97歳■遺族は泰夫さん■虻５区

故名古屋静子さん
■ 11月 23日死去■ 80歳■遺族は克己さん■泉区

故小松敏子さん
■ 12月２日死去■ 83歳■遺族は雄一さん■青１区

故澁谷正一さん
■ 11月 28日死去■ 88歳■遺族はフジエさん■入４区

故石井キヨさん
■ 11月 26日死去■ 90歳■遺族は雄二さん■虻８区

故富所正志さん
■ 11月 29日死去■ 84歳■遺族は由紀子さん■虻６区

故山下要さん
■ 12月 11日死去■ 68歳■遺族は巌さん■青２区

故齊藤ノブさん
■ 12月 6日死去■ 85歳■遺族は義光さん■青２区 は

20
万
円
▽
匿
名
は
15
万
円
▽
匿

名
は
15
万
円
▽
匿
名
は
10
万
円

＜

歳
末
助
け
合
い
寄
付
金＞

▽
笠
井
寛
子
さ
ん
は
２
万
円
▽
洞

爺
湖
町
民
生
委
員
児
童
委
員
は
3

万
８
千
円
▽
伊
達
遊
技
業
組
合
は

５
万
円
▽
西
胆
振
行
政
事
務
組
合

洞
爺
湖
支
署
管
理
職
一
同
は
５
千

円
▽
連
合
洞
爺
湖
支
部
は
３
万
円

＜

寄
付
物
品＞

▽
菅
野
常
夫
さ
ん
（
入
４
区
）
▽

谷
良
男
さ
ん
（
入
１
区
）
▽
坂
上

昭
郎
さ
ん
（
入
４
区
）
▽
鹿
俣
と

も
よ
さ
ん
（
入
１
区
）
▽
笠
井
寛

子
さ
ん
（
虻
２
区
）
▽
佐
藤
壽
さ

ん
（
泉
区
）
▽
菅
原
勇
さ
ん
（
虻

　

相
続
手
続
き
や
遺
言
書
の
作

成
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

■
日
　
時

１
月
15
日（
土
）、
２

月
19
日（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８

相
　
談

﹁
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
﹂
開
催

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

12
月
７
日
、
洞
爺
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ（
洞
爺
L
C
、目
良
浩
一
会

長
）が
、洞
爺
湖
町
社
会
福
祉
協
議

会（
福
井
政
吉
会
長
）
に
、福
祉
基

金
と
し
て
５
万
円
の
寄
付
と
併
せ

て
、会
員
が
集
め
た
古
切
手
１
8
、

0
9
2
枚
、
タ
オ
ル
1
3
2
枚
を

寄
贈
し
ま
し
た
。

故高清水フミさん
■ 12月 13日死去■ 89歳■遺族は聡さん■入１区

故濱中幸子さん
■ 11月 17日死去■ 89歳■遺族は孝さん■泉区

６
区
）
▽
矢
野
孝
典
さ
ん
（
虻
７

区
）
▽
虻
田
郵
便
局
▽
杏
の
会

洞
爺
Ｌ
Ｃ

社
協
に
現
金
と
タ
オ
ル
寄
贈
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